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き
て
お
り
ま
す
の
も
、
日
頃
よ
り
地
域

の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
多
大
な
る

ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

さ
て
、
本
年
度
は
「
１
．
盤
石
な
事

業
基
盤
の
確
立
」
「
２
．
地
域
密
着
型

の
事
業
運
営
」
「
３
．
地
域
諸
団
体
・

企
業
と
の
連
携
強
化
」
を
基
本
項
目
に

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

法
人
と
し
て
の
経
営
観
を
強
く
意

識
し
、
地
域
の
活
性
化
並
び
に
地
域
の

皆
さ
ん
の
元
気
づ
く
り
に
貢
献
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
も
、
振
興
会
は
実
現
力

の
あ
る
組
織
と
し
て
機
能
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
し
、
理
事
・
役
員
と
町

内
会
長
・
地
区
選
出
の
代
議
員
の
方
々

と
の
密
接
な
連
携
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
極
め
て
大
切
で
、
同
じ
目
線
、

同
じ
思
い
そ
し
て
期
待
値
を
如
何
に

共
有
し
て
事
業
を
展
開
す
る
か
が
肝

要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
加

え
て
、
地
域
の
諸
団
体
・
企
業
と
も
地

域
振
興
に
対
す
る
価
値
を
共
有
し
、

オ
ー
ル
板
倉
の
体
制
で
地
域
づ
く
り

が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
理
想
に

掲
げ
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
尽
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

昨
年
、「
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず 

元
気

を
だ
そ
う
！
！
」
と
い
う
事
で
、
２
年

振
り
に
板
倉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
従
来
の
ま
つ
り

よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
、

か
つ
「
板
倉
の
良
さ
」「
郷
土
愛
」
が

育
ま
れ
る
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
ま
つ

り
「
い
い
な
っ
板
倉
♡
ま
ち
ア
ー
ト
」

と
し
て
、
地
域
の
保
育
園
、
学
校
、
諸

団
体
の
協
力
を
得
て
実
現
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
住
民
の

皆
さ
ん
の
笑
顔
に
大
い
に
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。 

本
年
度
も
、
過
日
、
板
倉
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

11
月
６
日
（
日
）
に
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
詳
細
は
今

後
検
討
さ
れ
、
皆
様
に
お
伝
え
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
昨
年

以
上
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
も
の
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
４
年
度
は

①
住
民
福
祉
事
業
の
本
格
実
施 

②

板
倉
区
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
い
た
く
ら 

け
い
と
」
の
デ

ビ
ュ
ー
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
各
位

の
格
段
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
切
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
ご

健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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令
和
４
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
年
連
続
で
「
書
面
決
議
」

に
よ
る
総
会
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
大
変
心
苦
し
く
感
じ
て

お
り
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
か
ら
直
接
ご
意
見
や
ご
提

言
を
い
た
だ
く
機
会
を
逸
し
て
い
る
こ
と
を
心
か
ら
残
念
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

総
会
の
決
議
を
経
ま
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
３
年
目
を
迎
え

る
本
年
度
も
、
引
き
続
き
理
事
長
の
任
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
下
に
あ
っ
て
、
板
倉
ま
ち
づ
く
り
振
興
会

の
各
種
事
業
を
「
安
心
」
「
安
全
」
「
信
頼
」
を
柱
に
運
営
で 

板倉まちづくり振興会  

理事長  藤澤 雄一 

コロナに負けず、 

住民目線で 

地域づくりを❕ 

理 事 長 あ い さ つ 

名前は「いたくら けいと」です。これから

板倉の良い所、おいしいもの、どんどん紹介

していきます。応援よろしくお願いします！ 
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書
面
決
議
に
て
実
施 

 

 

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
集
合
開

催
が
難
し
い
た
め
、
理
事
会
で
協
議
し
た
結

果
、
令
和
４
年
度
の
通
常
総
会
に
つ
き
ま
し

て
は
定
款
第
28
条
第
３
項
に
基
づ
き
「
書
面

決
議
」
と
し
ま
し
た
。 

 

 

書

面

決

議

の

結

果 
 

町
内
会
長
他
、
地
区
か
ら
選
出
い
た
だ
い

た
皆
様
に
通
常
総
会
議
案
書
を
送
付
し
、
５

月
31
日(

火)

必
着
で
取
り
ま
と
め
を
行
っ

た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
過
半
数

の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

書
面
決
議
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
関
係
の

皆
様
方
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

令
和
３
年
度 

事
業
・
決
算
報
告 

 

 

令
和
３
年
度
の
事
業
運
営
に
際
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
下
に
あ
っ
て
も
「
コ
ロ
ナ

に
負
け
ず
住
民
目
線
で
の
地
域
づ
く
り
に
貢

献
す
る
」
と
標
榜
し
、
感
染
対
策
に
細
心
の
配

慮
を
も
っ
て
計
画
し
た
事
業
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

 

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
上
越

市
地
域
活
動
支
援
事
業
を
活
用
し
て

板
倉
区
の
魅
力
を
地
域
内
外
に
発
信

し
、
板
倉
区
の
活
性
化
に
繋
が
る
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」

の
制
作
を
企
画
し
、『
い
た
く
ら
け
い

と
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

                        

ま
た
、
３
年
度
の
決
算
収
支
状
況
に

つ
い
て
は
、
次
年
度
繰
越
額
が
約
１
５

０
万
円
と
、
事
業
利
益
と
し
て
は
黒
字

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は

設
立
か
ら
２
期
目
ま
で
は
消
費
税
の

納
付
が
免
税
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

考
慮
し
ま
す
と
実
質
的
に
は
大
変
厳

し
い
収
支
状
況
で
す
。（
令
和
４
年
度 

消
費
税
想
定
額 

約
１
１
３
万
円
） 

 

し
た
が
い
ま
し
て
、
今
期
利
益
は
消

費
税
納
付
に
備
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

                   

                               

令
和
４
年
度 

 

振興会だよりに広告を掲載しませんか？ 

【有料広告募集中！】 
  

■掲 載 料 金：1枠 2,000円（税別） 

        ※最大２枠 

 ■掲載サイズ：タテ55㎜×ヨコ85㎜ 

 ■掲 載 色：1色（モノクロ） 

令和３年度 決 算 
収 入                        単位：千円 

項 目 決算額 説 明 

会 費 2,060 正・準会員、特別・賛助会員 

受取寄付金 0  

補助金等収入 398 地域活動支援事業 他 

受託事業収入 23,867 通園バス、敬老会 他 

その他の収入 762 サロン参加費、使用料 他 

合 計 27,087  

支 出                        単位：千円 

項 目 決算額 説 明 

事 務 局 費 3,632 賃金、消耗品、リース料 他 

事 業 費 21,946  

通園バス運行 5,732 賃金、消耗品 他 

コミプラ時間外受付 11,067 賃金、消耗品 他 

地域支え合い事業 3,440 サロン運営費、車両整備費 他 

敬 老 会 1,287 記念品、消耗品 他 

地域活動支援 291 ゆるキャラ選定、デザイン制作 他 

赤い羽根共同募金 129 独居高齢者記念品 他 

予 備 費 0  

次年度繰越金 1,509  

合 計 27，087  

※ NPO法人においては、複式簿記形式で記載・報告するものですが、 

会員各位に分かり易い形式で掲載してあります。 

※ 令和4年度からは複式簿記表記とします。 

▲板倉区公式ゆるキャラ 

として誕生 

 

企業広告やサークルの会員募集、お店のお知ら

せやイベント情報等、板倉区にお住いの皆さんへ

のＰＲに広告欄をご活用ください。 

■お申込みは、掲載希望の原稿イメージまたは 

 広告データを添えて、掲載希望月の前月 

10日頃までにご連絡ください。 

広 告 掲 載 欄 
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令
和
４
年
度 

事
業
・
予
算
概
要 

 

 
 

                            

                               

                               

                               

 

 

 

 

 

 
※1原稿につき30枚以上の印刷をお願いします。 

※枚数が30枚未満の場合はコピー機をご利用ください。 

 

用 紙 の 有 無 料    金 備   考 

用紙持参の場合 

セルフ印刷 １回 300 円 
【１回の利用について】 

●原稿は５枚まで 

●印刷枚数は合計 500 枚以内(片面) 

●２色印刷の場合は、各 200 円増 
印 刷 代 行  １回 500 円 

用紙無しの場合 １枚   ５円  

２色(赤・黒)印刷 １枚   10 円 原稿データが必要です 

製  本 １部   ５円  

ラミネート加工 A4 50 円 A3 100 円  

印 刷 機 の ご 利 用 案 内 

令和４年度  主な活動計画・実施時期 
 

事 業 項 目 実 施 時 期 

 理事会 随時（年6回程度を予定） 

 正副理事長・三部長会議 随時（月１回程度を予定） 

 専門事業部会 

  ○３部合同事業部会 

  ○各事業部会 

 

未定（年１回） 

随時（年3～4回程度を予定） 

 広報誌の発行、ＨＰの作成 

  ○振興会だより発行 

  ○まちづくり通信の発行 

 

年４回発行(6，9，12，3月) 

随時 

 コミュニティ等に関するイベント等 

  ○板倉ふれあいまつり 

  ○板倉区賀詞交歓会 

  ○東京板倉会 

  ○沖縄県宮古島市（城辺） 

 

11月6日(日) 

令和5年1月中下旬 

今年度未定 

城辺ふれあいまつり時（未定） 

 地域の助け合い運動の推進 

○板倉区敬老会 

○独居高齢者ふれあい交流会 

 

９月下旬 

10月 

 通園バス運行業務 

地域支え合い事業業務 

 コミュニティプラザ時間外受付業務 

 各種事務局受託事務 

通年 

住民福祉会(買い物ツアー) 

地域活動支援事業(ゆるキャラ) 
地域の諸団体との共催・協賛イベント事業 

随時 

※新型コロナウイルスの感染状況により事業を中止・延期する場合があります。 

令和４年度 活動予算 
収 入                        単位：千円 

項 目 予算額 説 明 

会 費 2,060 正・準会員、特別・賛助会員 

受取寄付金 0  

補助金等収入 930 地域活動支援事業 他 

受託事業収入 23,200 通園バス、時間外受付 他 

その他の収入 750 サロン参加費、使用料 他 

合 計 26,940  

支 出                        単位：千円 

項 目 予算額 説 明 

事 務 局 費 3,971 賃金、消耗品、リース料 他 

事 業 費 21,370  

通園バス運行  賃金、消耗品 他 

コミプラ時間外受付  賃金、消耗品 他 

地域支え合い事業  サロン運営費、車両整備費 他 

敬 老 会  記念品、消耗品 他 

地域活動支援  ゆるキャラ活用事業 他 

赤い羽根共同募金  独居高齢者ふれあい交流会 他 

予 備 費 1,599  

合 計 26,940  

 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
長
期
化
す
る
な
か
、
本
年
度
の
事
業

運
営
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
の
運
営
実
績
か
ら
学
び
得

た
知
見
を
活
か
し
つ
つ
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
前
進
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
、
旧
来
の
運
営
ス
タ
イ
ル
、
概
念
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

今
に
見
合
っ
た
自
由
で
斬
新
な
発
想
の
も
と
事
業
運
営
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。 

地
域
活
性
化
の
要
は
「
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
」
を
念
頭

に
置
き
、
み
ん
な
が
「
明
る
く
・
元
気
で
・
楽
し
く
」
当
会

の
推
進
す
る
事
業
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
環
境
を

整
え
「
地
域
愛
」
の
醸
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

ま
ず
は
、
令
和
４
年
度
活
動
計
画
に
の
っ
と
り
事
業
運
営

が
な
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
令
和
３
年
度
の
実
績
値
等
を

勘
案
し
て
令
和
４
年
度
予
算
を
策
定
し
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 
 

その１：入館・入浴券2枚(有効期限1年間) 

その２：館内利用券500円分の商品券(有効期限1年間) 

その３：日帰り入館料100円割引 

その４：館員様限定イベント優待 

その５：各種プラン、イベント優待 

【お申込み・お問合せ】ゑしんの里 やすらぎ荘 
                    TEL 0255-78-4833／ FAX 0255-78-4866 

～ 専門部会の取り組み ～ 

 明るく 元気で 楽しく  
 

板倉まちづくり振興会が予定してい

る事業実施に当たっては、NPO 法人

理事の他、各地区から選出された幹

事・役員からなる３つの専門部会を設

置し、運営していきます。 
 

★総務・文化事業部会 

★市民生活・福祉事業部会 

★産業観光・建設事業部会 
 

コロナ禍のなか、先行きは不透明で

すが、新たな発想のもと地域の皆様方

が楽しめる企画を考えていきます。 
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夏 の 全 国 交通 安 全 運動 が 始 ま り ま す ！ 

【運 動 期 間】 

令和４年７月22日㊎～７月31日㊐ 
 

【スローガン】    【運動の重点】 

① 横断歩行者等の

交通事故防止 

② 疲労運転の防止 

③ 飲酒運転の根絶 

 

           

 

 
               

疲れを感じたら一休みしましょう 

 

 

光ヶ原高原がロケ地と

なった映画『突入せよ！あさ

ま山荘事件』を下記のとおり

上映します。当時の板倉町民

がエキストラ参加したこと

もあり、板倉区にとって縁深

い作品でもあります。この機

会にぜひご覧ください。 

 
 
 
 
 

          開催日：11 月6 日㊐ 

          会 場：板倉農村環境 

改善ｾﾝﾀｰ 他 

           主 催：板倉ふれあいまつり 

                  実行委員会 
 

新型コロナウイルス感染症の影響により、3年

振りの開催となる『板倉ふれあいまつり』を 11

月6日(日)に開催することが決定しました。 
 昨年度に引き続き、感染症対策を講じたうえ

で規模を一日に縮小した開催となります。 
 まつりの内容や出店者の募集等については、

板倉ふれあいまつり実行委員会で検討中ですの

で、決まり次第お知らせします。 

 
 

まちづくり振興会は、住民全てが参加するま

ちづくりを目指し、板倉区内に事業所を置く法

人・団体の皆様から広く会員を募集します。 

また、板倉区外にお住まいで、板倉のまちづ

くりに関心のある個人・団体の皆様からの入会

も歓迎いたします。 
 

特 別 会 員 年会費 

板倉区内に事業所等を

有する法人及び団体 

5,000円 

   (１口) 
 

賛 助 会 員 年会費 

板倉区外の人で板倉の

まちづくりに関心のあ

る個人及び団体 

1,000円 

   (１口) 

※特別・賛助会員は何口でも可能です。 

 
 
「お知らせ版」として不定期に発

行している『まちづくり通信』は、

次回発行月から

に名称を変更してお届けします。

いたくら けいとが板倉区の魅力

と情報を発信していきます。 

 

■募集人員：若干名 

■資格要件：特になし。 

■年  齢：70歳までの方。 

■賃  金：860円/1時間 

(交通費別途、当会規定による) 

■勤務時間：月曜日～金曜日 
   登園  7:30 ～ 9:00 降園 15:30～17:00 

上映日 7月31日㊐ 14：00～(開場：13：30～) 

会 場 板倉農村環境改善センター 

入場料 1,000円（当日販売有り） 

入場券 ①板倉まちづくり振興会(℡0255-78-4905) 

(前売り) ②ゑしんの里観光公社(℡0255-81-4541) 

販売所   ③高 田 世 界 館 (℡025-520-7626) 
 

【主 催】光 ヶ 原 高 原 フ ァ ン 倶 楽 部 

【問合せ】ゑしんの里観光公社(℡0255-81-4541) 

▲難局打開の鉄球 


